
通常、日本語の書体ファミリーとは、異なるウエイトを包含する書体セットを
指しますが、タイプバンクは、そのウエイトのバリエーション以外に、エレメント、
組み替え仮名のバリエーションを含めてファミリーと定義しています。
以下にタイプバンクフォントファミリーをわかりやすくチャートにまとめました。
タイプバンクのフォントファミリー、ひとつの統合されたコンセプトの上に
成り立っていることがおわかりいただけると思います。

タイプバンクフォントの
ファミリーチャート

05

明朝体

小がな

その他

新がな

新小がな

築地

小町

良寛

行成

弘道軒

タイポス その他

TBテレビ 
明朝　B

漢	
あ

 
TB新聞明朝　L

漢	
あ

TBクラシック 
明朝　H

漢	
あ

 
ファイン- MB

漢	
あ

 
平成明朝体W3

漢	
あ

TBデジタルTV 
明朝　H

漢	
あ

 
TB新聞明朝　M

漢	
あ

 
TB見出明朝　U

漢	
あ

 
ファイン- ME

漢	
あ

 
平成明朝体W9

漢	
あ

	
築地-L

あ
	
小町-L

あ
	
良寛-L

あ
	
行成-L

あ
	
弘道軒-L

あ
	
タイポスA25

あ

本明朝-L	
小がな

あ

本明朝-L	
新小がな

あ

本明朝-L	
新がな

あ

	
築地-MU

あ
	
小町-MU

あ
	
良寛-MU

あ
	
行成-MU

あ
	
弘道軒-MU

あ
TBかナ- 	
てやんでぇ　U

あ
	
タイポスA26

あ
TBクラシック	
明朝かな　L

あ
TBカリグラ	
明朝かな　L

あ

	
タイポスA29

あ

	
築地-M

あ
	
小町-M

あ
	
良寛-M

あ
	
行成-M

あ
	
弘道軒-M

あ
	
タイポスA27

あ

本明朝-M	
小がな

あ

本明朝-M	
新小がな

あ

本明朝-M	
新がな

あ

	
タイポスA312

あ
TBかナ- 	
オズ　E

あ
TBかナ- 	
クリーパー　E

あ

	
TB築地M　E

あ
	
TB小町M　E

あ
	
TB良寛M　E

あ
	
TB行成M 　E

あ
	
TB弘道軒M　E

あ

	
築地-E

あ
	
小町-E

あ
	
良寛-E

あ
	
行成-E

あ
	
弘道軒-E

あ

本明朝-EII 	
新がな

あ

	
タイポスA315

あ

	
築地-MM

あ
	
小町-MM

あ
	
良寛-MM

あ
	
行成-MM

あ
	
弘道軒-MM

あ
TBかナ- 	
てやんでぇ　M

あ

	
TB築地YM　H

あ
	
TB小町YM　H

あ
	
TB良寛YM　H

あ
	
TB行成YM 　H

あ
	
TB弘道軒YM　H

あ

	
築地-ME

あ
	
小町-ME

あ
	
良寛-ME

あ
	
行成-ME

あ
	
弘道軒-ME

あ
TBかナ- 	
てやんでぇ　E

あ
	
タイポスA28

あ
TBクラシック	
明朝かな　M

あ

	
TB築地M　M

あ
	
TB小町M　M

あ
	
TB良寛M　M

あ
	
TB行成M　M

あ
	
TB弘道軒M　M

あ

本明朝-Book	
小がな

あ

本明朝-Book	
新小がな

あ

本明朝-Book	
新がな

あ

	
タイポスA211

あ
TBかナ- 	
赤のアリス　DE

あ
TBかナ- 	
白のアリス　DE

あ

	
TB築地M 　DE

あ
	
TB小町M　DE

あ
	
TB良寛M　DE

あ
	
TB行成M　DE

あ
	
TB弘道軒M　DE

あ

	
築地-B

あ
	
小町-B

あ
	
良寛-B

あ
	
行成-B

あ
	
弘道軒-B

あ
	
タイポスA210

あ

本明朝-BII 	
新がな

あ

	
タイポスA314

あ

	
TB築地M　H

あ
	
TB小町M　H

あ
	
TB良寛M　H

あ
	
TB行成M 　H

あ
	
TB弘道軒M　H

あ

本明朝-U	
新がな

あ

	
TB築地YM　M

あ
	
TB小町YM　M

あ
	
TB良寛YM　M

あ
	
TB行成YM　M

あ
	
TB弘道軒YM　M

あ

	
築地-MB

あ
	
小町-MB

あ
	
良寛-MB

あ
	
行成-MB

あ
	
弘道軒-MB

あ
TBかナ- 	
てやんでぇ　B

あ

 
本明朝-L

漢	
あ

 
ナウ-MU

漢	
あ

 
TB明朝　L

漢	
あ

 
TB明朝　B

漢	
あ

 
本明朝-M

漢	
あ

 
TB明朝　E

漢	
あ

 
本明朝-EII

漢	
あ

 
TB明朝　SU

漢	
あ

 
ナウ-MM

漢	
あ

 
TB横太明朝　H

漢	
あ

 
ナウ-ME

漢	
あ

 
TB明朝　M

漢 
あ

 
本明朝-Book

漢	
あ

 
TB明朝　DE

漢	
あ

 
本明朝-BII

漢	
あ

 
TB明朝　H

漢 
あ

 
本明朝-U

漢	
あ

 
TB横太明朝　M

漢	
あ

 
ナウ-MB

漢	
あ



ゴシック体

築地

良寛

弘道軒

新がな

小町

行成

タイポス

TB新聞見出 
ゴシック　B

漢	
あ

TB新聞見出 
ゴシック　E

漢	
あ

TB新聞見出 
ゴシック　H

漢	
あ

TB見出 
ゴシック　U

漢	
あ

TBゴシック　SL　
C8

漢	
あ

TBゴシック　R　
C8

漢	
あ

TBゴシック　DB　
C8

漢	
あ

TBゴシック　B　
C8

漢	
あ

TBゴシック　L 　
C8

漢	
あ

TBゴシック　SL　
Normal

漢	
あ

TBゴシック　R　
Normal

漢	
あ

TBゴシック　DB　
Normal

漢	
あ

TBゴシック　B　
Normal

漢	
あ

TBゴシック　L　
Normal

漢	
あ

TBゴシック  　SL　
C6

漢	
あ

TBゴシック　R　
C6

漢	
あ

TBゴシック　DB　
C6

漢	
あ

TBゴシック　B　
C6

漢	
あ

TBゴシック　L 　
C6

漢	
あ

	
築地-GM

あ
	
築地-GB

あ
	
小町-GM

あ
	
小町-GB

あ
	
良寛-GM

あ
	
良寛-GB

あ
	
行成-GM

あ
	
行成-GB

あ
	
弘道軒-GM

あ
	
弘道軒-GB

あ

ゴシック-LⅠⅠ	
新がな

あ
	
築地-GU

あ
	
小町-GU

あ
	
良寛-GU

あ
	
行成-GU

あ
	
弘道軒-GU

あ
	
タイポスA56

あ
	
タイポスA78

あ

	
築地ゴシック-E

あ
	
小町ゴシック-E

あ
	
良寛ゴシック-E

あ
	
行成ゴシック-E

あ
弘道軒	
ゴシック-E

あ

ゴシック-B	
新がな

あ

	
タイポスA1010

あ

	
TB築地G　E

あ
	
TB築地G　B

あ
	
TB小町G　E

あ
	
TB小町G　B

あ
	
TB良寛G　E

あ
	
TB良寛G　B

あ
	
TB行成G　E

あ
	
TB行成G　B

あ
	
TB弘道軒G　E

あ
	
TB弘道軒G　B

あ
	
タイポスA1515

あ
	
タイポスA1717

あ
	
タイポスA2020

あ

	
築地-GE

あ
	
小町-GE

あ
	
良寛-GE

あ
	
行成-GE

あ
	
弘道軒-GE

あ
	
タイポスA77

あ

	
TB築地G　R

あ
	
TB築地G　M

あ
	
TB小町G　R

あ
	
TB小町G　M

あ
	
TB良寛G　R

あ
	
TB良寛G　M

あ
	
TB行成G　R

あ
	
TB行成G　M

あ
	
TB弘道軒G　R

あ
	
TB弘道軒G　M

あ

ゴシック-MⅠⅠ	
新がな

あ

	
タイポスA99

あ

	
TB築地G　DB

あ
	
TB小町G　DB

あ
	
TB良寛G　DB

あ
	
TB行成G　DB

あ
	
TB弘道軒G　DB

あ

ゴシック-EⅠⅠ	
新がな

あ

	
タイポスA1313

あ

	
TB築地G　H

あ
	
TB小町G　H

あ
	
TB良寛G　H

あ
	
TB行成G　H

あ
	
TB弘道軒G　H

あ

ゴシック-U	
新がな

あ
	
築地-GB

あ
	
築地-GM

あ
	
小町-GB

あ
	
小町-GM

あ
	
良寛-GB

あ
	
良寛-GM

あ
	
行成-GB

あ
	
行成-GM

あ
	
弘道軒-GB

あ
	
弘道軒-GM

あ

 
ゴシック-LⅠⅠ

漢	
あ

 
ゴシック-MⅠⅠ

漢	
あ

 
ナウ-GU

漢	
あ

 
TBゴシック　L

漢	
あ

 
TBゴシック　SL

漢	
あ

 
TBゴシック　M

漢 
あ

 
ゴシック-EⅠⅠ

漢	
あ

 
TBゴシック　B

漢	
あ

 
TBゴシック　H

漢	
あ

 
TBゴシック　U

漢	
あ

 
ナウ-GM

漢	
あ

 
ナウ-GE

漢	
あ

平成角ゴシック 
体W5

漢	
あ

平成角ゴシック 
体W9

漢	
あ

 
TBゴシック　R

漢	
あ

 
ゴシック-B

漢	
あ

 
TBゴシック　DB

漢	
あ

 
ゴシック-U

漢	
あ

 
TBゴシック　E

漢	
あ

 
ナウ-GB

漢	
あ

0706タイプバンクフォントのファミリーチャート

TB新聞 
ゴシック　R

漢	
あ

TB新聞 
ゴシック　M

漢	
あ



丸ゴシック体・
筆書体・
デザイン書体他

漢字タイポス 
48

漢	
あ

TBUD 
丸ゴシック　H

漢 
あ

漢字タイポス 
45

漢	
あ

TBUD 
丸ゴシック　B

漢 
あ

漢字タイポス 
412

漢	
あ

 
TBUD明朝　H

漢 
あ

 
篠-M

漢	
あ

 
羽衣-M

漢	
あ

G2サンセリフ- 
B

漢	
あ

TBUD 
丸ゴシック　SL

漢 
あ

TBUD学参太 
丸ゴシック

漢	
あ

TBカリグラ 
ゴシック　R

漢	
あ

TBUD 
ゴシック R

漢 
あ

UDタイポス 
510

漢 
あ

漢字タイポス 
410

漢	
あ

 
TBUD明朝　M

漢 
あ

TBFZ鉄筋 
隷書　L

漢	
あ

TBUD 
ゴシック　H

漢 
あ

TBUD学参
丸ゴシック

漢	
あ

 
日活正楷書体

漢	
あ

漢字タイポス 
415

漢	
あ

TBUD 
ゴシック SL

漢 
あ

UDタイポス 
58

漢 
あ

 
篠-B

漢	
あ

 
羽衣-B

漢	
あ

G2サンセリフ- 
U

漢	
あ

TBUD 
丸ゴシック　R

漢 
あ

TBUD学参極太 
丸ゴシック

漢	
あ

TBカリグラ 
ゴシック　E

漢	
あ

TBUD 
ゴシック B

漢 
あ

UDタイポス 
512

漢 
あ

TBカリグラ 
ゴシック　U

漢	
あ

TBUD 
ゴシック　E

漢 
あ

UDタイポス 
515

漢 
あ

 
TB古印体

漢	
あ

TBちび丸	
ゴシック　DE

あ
TBちび丸	
ゴシック　DB

あ
TBちび丸	
ゴシック　SL

あ

	
TB築地RG　R

あ
	
TB小町RG　R

あ
	
TB良寛RG　R

あ
	
TB行成RG　R

あ
	
TB弘道軒RG　R

あ
TBちび丸	
ゴシック　R

あ

	
TB築地RG　H

あ
	
TB小町RG　H

あ
	
TB良寛RG　H

あ
	
TB行成RG　H

あ

TB行書	
ビターB

あ
フローレン	
明朝がな

あ

	
TB弘道軒RG　H

あ
TBちび丸	
ゴシック　H

あ

TB行書	
マイルドB

あ
フローレン	
ゴシックがな

あ

 
サン-M

漢	
あ

 
ウッディ-GM

漢	
あ

 
サン-E

漢	
あ

 
サン-B

漢	
あ

 
ぶらっしゅ

漢	
あ

 
ぽっくる

漢	
あ

 
花胡蝶 -L

漢	
あ

 
花蓮華-L

漢	
あ

 
花牡丹 -DB

漢	
あ

TB 
アンチック-B

漢 
あ

TB 
フキダシック-B

漢 
あ

TB 
ミダシック-E

漢 
あ

TB 
レタリック-B

漢 
あ

 
花胡蝶 -B

漢	
あ

 
花蓮華-B

漢	
あ

 
花胡蝶 -M

漢	
あ

 
花蓮華-M

漢	
あ

TBデジタル 
丸ゴシック　M

漢	
あ

TBシネマ 
丸ゴシック　M

漢	
あ

 
フローレン

漢	
あ

 
シリウス-M

漢	
あ

TB丸ゴシック　 
R

漢	
あ

TB丸ゴシック
DE

漢	
あ

TB丸ゴシック　 
H

漢	
あ

 
シリウス-E

漢	
あ

平成丸ゴシック
体W4

漢	
あ

TBFZ流飄 
行書　B

漢	
あ

 
松慶行書体

漢	
あ

 
シリウス-LⅠⅠ

漢	
あ

TB丸ゴシック　
SL

漢	
あ

 
シリウス-B

漢	
あ

TB丸ゴシック
DB

漢	
あ

 
シリウス-U

漢	
あ

築地

良寛

弘道軒

その他

その他

小町

行成

日立 
つれづれぐさ　R

漢	
あ

 
日立楷書体　M

漢	
あ

 
TB新楷書

漢	
あ
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木肌のしなやかさと、温もりを表現する新
しいサンセリフ書体で、画数の多い漢字の
目づまり現象を解消し、可読性を高めまし
た。バランスのよい骨格と水平・垂直な線、

は、近代的な明るいイメージのなかに、
切れ味と抜けの良さを持ち、ゴシック

体独特のパンチとインパクトがありながらも、格調高い雰囲気を漂わ
せる優美な書体です。毛筆風のやさしいエレメントを残したデザイン
が字面に快いリズム感を与え、可読性と判別性に優れ、縦組み・横組
みともに並びのよい紙面を構成することができます。OpenTypeフォ
ントでは、本明朝との併用および本文や見出し適正を考慮した「新が
な」を持たせました。カウンターは幾分絞り込んで小振りとし、読書
に心地よいリズム感をもたらす工夫を随所にこらしてあります。

TB丸ゴシックは、エッセイや、地域の情報紙、Webデザインなどに
適したやわらかい印象を与える書体です。本文用書体である丸ゴシッ
クSL／Rは長い文章を組んでも読みやすいオーソドックスで素直な
字形をこころがけました。見出し用の丸ゴシックDE／Hは他の書体
では出せない力強さと親しみやすさとを同時に表現できる書体です。
¶デジタル丸ゴシックは、少ない文字数での縦横の組みラインを
意識し、混み入った部分の視認性を高めた書体です。シネマ丸ゴ
シックは、字幕文字制作者の協力で書き起こしたシネマ仮名と組み
替えた映画字幕用書体として制作され、デジタルシネマの現場で好
評を得ています。¶ちび丸ゴシックは、文字を見せるためだけでは
なく、文章を読ませるための丸ゴシック体です。出しゃばりすぎな
いデザインと小さめな字面からちび丸ゴシックと名付けられました。
清潔感のあるたたずまいは、ボリュームのある文章にもスムーズに
なじみます。¶シリウスは、「ふところ」を大胆に広くとり、明るさ
と文字並びの良さを強調しました。仮名の字面をできるだけ大きく
デザインし、縦組み・横組みともにきれいにラインが揃い、現代的
な好印象を与える紙面を構成することができます。また、線の太さ
に強弱を付けていますので、リズム感があり可読性に優れています。

1 

9 

6 

0
〜
7 

0
年

代
に
一
世
を
風
靡
し

た
デ
ザ
イ
ン
書
体

「
タ
イ
ポ
ス
」
が
、

デ
ジ
タ
ル
書
体
「
タ

イ
ポ
ス
オ
ー
ル
マ
イ

テ
ィ
」
と
し
て
リ
・

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
ま
し

た
。
タ
イ
ポ
ス
の
ウ

エ
イ
ト
は
横
縦
線
の

数
値
表
記
（
例
え
ば
、
タ
イ
ポ
ス
A  

2 

1 

1
と
は
2
が
横
線
の
太

さ
、
11
が
縦
線
の
太
さ
の
比
率
で
す
）
で
25
ウ
エ
イ
ト
が
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
漢
字
書
体
と
の
組
み
合
わ

せ
の
中
で
、
や
は
り
一
番
相
性
が
良
い
の
は
タ
イ
プ
バ
ン
ク
明
朝

と
ゴ
シ
ッ
ク
で
す
。
¶
ま
た
、
タ
イ
ポ
ス
の
漢
字
デ
ザ
イ
ン
は 

1 

9 

6 

8
年
グ
ル
ー
プ
・
タ
イ
ポ
の
機
関
誌
に
発
表
さ
れ
て
以
来
、

時
代
と
共
に
進
化
し
、
2 

0 

0 

8
年
に
漢
字
タ
イ
ポ
ス
と
し
て
初

め
て
フ
ォ
ン
ト
化
さ
れ
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
も
5
ウ
エ
イ
ト
揃
い
ま
し

た
。
40
年
経
っ
て
も
今
な
お
新
し
く
、
キ
ュ
ー
ト
で
コ
ケ
テ
ィ
ッ

シ
ュ
な
表
情
は
多
く
の
タ
イ
ポ
ス
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
、
そ
の
シ
ン

プ
ル
で
明
る
い
字
形
は
、
印
刷
媒
体
だ
け
で
な
くW

eb

や
携
帯

電
話
な
ど
の
画
面
表
示
で
も
読
み
や
す
い
書
体
と
し
て
注
目
を
浴

び
て
い
ま
す
。

ゴシック TB丸ゴシック

ウッディ

は
、
し
な
や
か
な
カ
ー
ブ
と
キ
レ
の
あ
る
直
線

を
調
和
さ
せ
た
、
可
読
性
の
良
い
本
格
派
の
本

文
用
明
朝
体
で
す
。
写
植
の
時
代
か
ら
力
強
く

い
き
て
き
た
本
明
朝
は
、
近
代
的
な
明
る
さ
の

な
か
に
、
よ
き
伝
統
を
継
承
す
る
毅
然
と
し
た

表
情
を
持
ち
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
文
字
の
造
形

美
を
考
慮
し
て
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
ま
す
。
5
ウ

エ
イ
ト
が
揃
い
、
本
文
組
み
か
ら
見
出
し
ま
で

使
用
で
き
、
い
ろ
い
ろ
な
表
情
を
持
た
せ
る
た

め
に
「
標
準
が
な
」「
新
が
な
」、
細
い
ウ
エ
イ

ト
で
は
「
小
が
な
」「
新
小
が
な
」
と
、
4
種

類
の
仮
名
を
用
意
し
ま
し
た
。
¶
ま
た
、
本
明

朝
の
流
れ
を
踏
襲
し
、
判
別
性
と
可
読
性
を
重

視
し
て
、
適
度
な
黒
み
と
安
定
感
の
あ
る
「
書

籍
専
用
書
体
・
本
明
朝-B

ook

」
を
用
意
し
て

い
ま
す
。
ウ
エ
イ
ト
は
L
と
M
の
中
間
と
し
、

エ
レ
メ
ン
ト
は
活
字
本
来
の
柔
軟
性
の
再
現
の

た
め
、
ア
ナ
ロ
グ
的
な
要
素
を
取
り
入
れ
ま
し

た
。
11 

Q
か
ら
16 

Q
（
8 pt.

か
ら
12 pt.

）
の
書

籍
や
雑
誌
の
本
文
で
の
使
用
を
想
定
し
て
、
仮

名
や
句
読
点
、
括
弧
な
ど
の
約
物
の
位
置
や
大

き
さ
を
調
整
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
本
明
朝-

B
ook

の
濃
度
と
ボ
デ
ィ
サ
イ
ズ
に
合
わ
せ
て

調
整
し
た
、V

en
etian

、G
aram

on
d

、

B
askerville

、B
odon

i

の
4
種
の
欧
文
書

体
も
揃
え
ま
し
た
。

本
明
朝

タ
イ
ポ
ス

カ
リ
グ
ラ
フ
ィ
ー
（
手
書
き
）
の
要
素
を
盛
り
込
ん
だ
ゴ

シ
ッ
ク
体
で
す
。
楷
書
的
な
骨
格
に
シ
ャ
ー
プ
な
ゴ
シ
ッ

ク
の
エ
レ
メ
ン
ト
を
持
た
せ
、
読
む
人
に
上
品
な
優
し
さ

が
伝
わ
る
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。
従
来
の
楷

書
体
で
は
堅
苦
し
い
し
、
明
朝
体
や
普
通
の
ゴ
シ
ッ
ク
体

で
は
無
表
情
で
少
し
味
気
な
い
と
い
う
と
き
に
効
果
を
発

揮
す
る
で
し
ょ
う
。
一
つ
一
つ
の
文
字
の
持
つ
自
然
な
ふ

と
こ
ろ
を
充
分
に
尊
重
し
な
が
ら
、
字
並
び
が
美
し
く
ラ

イ
ン
と
し
て
揃
う
よ
う
に
調
整
し
て
あ
り
ま
す
。
絵
本
や

ロ
ハ
ス
系
の
雑
誌
な
ど
優
し
さ
や
ナ
チ
ュ
ラ
ル
さ
を
求
め

ら
れ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
で
、
そ
の
持
ち
味
を
発
揮
し
ま
す
。

T
B

カ
リ
グ
ラ

ゴ
シ
ッ
ク

は、飾り気のないシンプルなエレメントで、
極端に角張った字形を避けているので読みや
すく、自然の呼吸を静かに感じさせ、穏やか
な表情を保っています。それぞれのウエイト
に合わせて文字の大きさ、明るさを決定して
いるので、小さく印字してもヌケがよく、大

きく印字したときも黒味や形にム
ラがありません。対して、TB見
出ゴシック、TB新聞見出ゴシッ

クはセリフ付きのゴシック体で、線質や字形
に勢いを与えた生き生きと趣のあるゴシック
体です。¶TBゴシック for Condense は、
文字幅を比率で指定できるソフトで使用され
る事を想定し開発した書体です。通常と同じ
ようにテキストを入力し、文字の変形率を指

定します。100〜86％長体の場合：Normal、
85〜66％長体の場合：C8、65〜50％長体
の場合：C6が適しています。¶どのウエイ
トでも上記指定の変形率で長体をかけた時、
縦画と横画のバランスが保たれるよう設計し
てあります。限られたスペースに多くの情報
を表示させたいとき、製品やパッケージの成
分表示、スペックや機能一覧、約款などの長
文説明などに最適です。

新
聞
の
伝
統
を
尊
重
し
な
が
ら
も
、
新
し
い
時
代
の
新
聞
紙
面
作
り
に
ふ

さ
わ
し
い
書
体
で
す
。
¶
本
文
用
に
開
発
さ
れ
た
T
B
新
聞
明
朝
は
、
平

体
時
の
字
面
や
文
字
の
持
つ
ス
ペ
ー
ス
配
分
を
計
算
し
作
成
し
て
お
り
、

縦
に
読
み
下
す
と
き
文
章
の
流
れ
を
追
い
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い

ま
す
。
¶
ま
た
、
新
聞
印
刷
技
術
の
進
化
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

要
望
を
考
慮
し
、
従
来
の
本
文
書
体
よ
り
も
ふ
と
こ
ろ
を
大
き
く
、
横
線

に
し
っ
か
り
と
し
た
太
さ
を
保
ち
可
読
性
を
上
げ
て
い
ま
す
。
¶
T
B
新

聞
ゴ
シ
ッ
ク
は
、
平
体
時
の
デ
ザ
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
は
も
と
よ
り
、
新
聞
明

朝
と
の
混
植
を
考
慮
し
黒
味
や
大
き
さ
を
調
整
し
ま
し
た
。

通常のゴシック体ではカバーしきれない、よ
り力強さが求められる場面に効果を発揮する
ディスプレイ書体です。始筆・終筆部を水
平・垂直に処理することにより、縦組みと横
組みの両方の行ラインをより鮮明にしました。
また、「書」の流れを一切はぶいたシンプル
な字体とすることで、太さに耐えられるデザ
インにし、力感と重量感を持たせた強い印象
を与える書体です。

フ
ァ
イ
ン

縦
線
と
横
線
の
太
さ
に
差
を
持
た
せ
、
メ
リ
ハ
リ
の
き
い
た
切
れ
味

の
鋭
い
見
出
し
用
の
明
朝
体
で
す
。
¶
エ
レ
メ
ン
ト
は
造
形
性
を
追

求
し
、
明
朝
体
に
現
代
的
な
表
情
を
持
た
せ
ま
し
た
。
ウ
ロ
コ
は
大

き
く
シ
ャ
ー
プ
に
と
り
、
縦
線
は
太
く
、
横
線
は
思
い
っ
き
り
細
く

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
ハ
ラ
イ
や
ハ
ネ
な
ど
の
カ
ー
ブ
に
、
緊
張
と

弛
緩
の
お
り
な
す
「
反
り
の
美
」
を
追
求
し
ま
し
た
。

ナウは、明朝系とゴシック系との2系列を一つの書体シ
リーズとして構成し、どちらも、新しい感覚のデザイン
コンセプトに特長があり、判別性と誘目性に優れ、強い
印象を与えてくれる書体です。¶ナウ（明朝系）は、
従来の明朝体の概念を越えた、横太明朝体です。明朝体
のイメージを保ちながら安定した骨格とシンプルなエレ
メントで構成し、大サイズでの重量感を満たすと共に、
小サイズにおいてもツブレの少ないヌケの良さを持って
います。ナウ（ゴシック系）は、力強い骨格とキレのよ
いエレメントで構成し、シャープな直線と優雅な曲線が
調和したゴシック体です。画数が多い文字でもツブレの
少ないヌケの良さを持った濃度の均一した書体で、縦組
み・横組みとも良質な組版が行えます。

ナウ
シリーズ

G2
サンセリフ

新
聞

書
体

の仮名は、横組みを意識し、簡潔で
明るく、おおらかなイメージでデザ
インしました。漢字はスッキリと整
理されたエレメントで構成され、美
しく凛とした品格ある組版を実現で
きます。¶ TBクラシック明朝は、全
体的にふところをしぼりエレメント
を柔らかく強調し、伝統と現代を美
しく調和させました。TB 見出明朝
は、縦横のコントラストが強く、重
厚で迫力あるデザインにしました。
TB明朝用の組み替え仮名としてク
ラシック明朝L／Mとカリグラ明朝
Lもあります。¶TB横太明朝は、ゴ
シック体のように縦横の太さが同じ
ボリューム感を持つように設計され、
ポスターの白抜き文字や写真・地紋

などに重ねて使用すると、はっきり
と文字が表示でき、その効果を発揮
します。スタイリッシュな欧文のデ
ザインも魅力のひとつです。¶TB
テレビ明朝とデジタルテレビ明朝は、
走査線の限られた、TVテロップや
ゲーム画面などでも横線が消えたり
ちらついたりしないように制作しま
した。ヨコ線は太めに、エレメント
は大きくシャープでハライの先端も
一定の太さを保っています。両者共
に、プロ仕様のTVテロップ、ゲー
ムや映画の中の字幕スーパーはもち
ろんのこと、家庭用ムービーの編集
やWebコンテンツ画像などにも便
利な書体です。

TB明朝

タイプバンクの
フォントファミリー

は、平成元年、文字フォント開発・普及センター
にて、日本語の標準的なフォントとして開発され
た書体です。書体によりW3からW9まで用意さ
れ本文組みから見出し、大見出しまで使用できま

す。¶平成明朝体は、低解像度のOA機器で出力
した場合でも、高い品質を保持できるよう、デジ
タル化に適したエレメントやカーブを持たせた書
体です。平成角ゴシック体は、直線的な線分で構
成され、デジタル化にも適し、見出し用としての
使用を主な目的としてデザインされた書体です。
平成丸ゴシック体は、文字の「ふところ」を広く
し、明るく可読性の高い書体です。

平成書体

シリウス

1110

TBゴシック

横線は細く、縦線とハライは太く、シャー
プなエレメントは、簡潔で現代的な感性を
表しています。本文組みから見出しまで、
幅広く使用できる汎用性の高い書体です。



は、基本書体にとらわれない独創的な形状のエレメント
を持った、新しいコンセプトの見出し・本文用の書体で
す。毛筆的構成により漢字と仮名のフトコロのバランス
を調整しており、文字のヌケがよく小サイズにも対応で
きます。そして、毛筆の自由な動きを原点に、柔らかい
が、遊びすぎず、「趣」のある表情を持たせた書体です。
「標準がな」以外に、「明朝がな」と「ゴシックがな」も
あり、幅広く使用できる汎用性の高い書体です。

日
活
正
楷
書
体
は
、
筆
写
書
体
の
代
表
的
な
も

の
と
し
て
そ
の
雄
渾
な
筆
致
を
そ
の
ま
ま
に
、

大
・
小
・
太
・
細
を
均
整
よ
く
表
現
し
た
、
力

強
く
、
伸
び
の
あ
る
字
並
び
の
よ
い
楷
書
体
で

す
。
儀
礼
を
重
ん
じ
る
格
調
高
い
デ
ザ
イ
ン
で
、

そ
の
高
雅
な
筆
致
は
筆
写
書
体
と
し
て
格
別
な

味
わ
い
を
醸
し
だ
し
、
礼
儀
用
、
社
交
文
書
に

広
く
使
用
で
き
ま
す
。
組
版
し
た
と
き
に
、
可

読
性
、
判
別
性
に
優
れ
、
豊
か
な
表
情
を
伝
え

て
く
れ
る
読
み
や
す
い
書
体
で
す
。
¶
T 

B
新

楷
書
は
、
楷
書
体
の
流
れ
を
活
か
し
、
キ
レ
の

あ
る
鋭
い
イ
メ
ー
ジ
に
ま
と
め
た
、
新
し
い
タ

イ
プ
の
楷
書
体
で
す
。
一
文
字
の
隅
々
に
ま
で

気
を
配
っ
た
造
形
的
な
美
し
さ
が
あ
り
、
完
成

度
の
高
い
書
体
で
す
。
現
在
、
楷
書
体
と
し
て

広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
正
楷
書
体
（
軟
体
楷
書

体
）
と
は
趣
き
を
変
え
た
書
体
で
、
汎
用
性
の

高
い
書
体
で
す
。

タ
イ
プ
バ
ン
ク
の
基
本
書
体
（
明
朝
・
ゴ
シ
ッ
ク
・
丸
ゴ
シ
ッ
ク
・
横
太
明
朝
・
ナ

ウ
）
に
は
、
標
準
の
仮
名
の
ほ
か
に
「
味
岡
伸
太
郎
か
な
シ
リ
ー
ズ
」
と
呼
ば
れ
る
５

つ
の
仮
名
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
発
想
は
、
当
時
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
デ
ザ
イ
ン
界
に
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
ま
し
た
。
築
地
は
、
築
地
書
体
の
仮
名
の
骨

格
を
活
か
し
た
書
体
で
す
。
小
町
は
、
書
道
と
活
字
の
骨
格
の
中
間
的
な
性
格
を
持
た

せ
た
女
性
的
な
艶
や
か
な
書
体
で
す
。
良
寛
は
、
禅
僧
良
寛
の
墨
跡
か
ら
骨
格
を
求
め

た
独
創
的
な
書
体
で
す
。
行
成
は
、
平
安
時
代
の
一
般
的
な
骨
格
を
も
と
に
創
作
し
た

書
体
で
す
。
弘
道
軒
は
、
弘
道
軒
清
朝
体
の
骨
格
を
活
か
し
た
書
体
で
す
。

「
伝
統
書
体
シ
リ
ー
ズ
」
と
し
て
漢
字
は
台
湾
、
仮
名
は
日
本
で
開
発

し
た
書
体
で
す
。
¶
花
胡
蝶
（
宋
朝
体
）
は
、
中
国
刊
本
字
様
、
取
り

分
け
南
宋
刊
本
の
歴
史
を
継
承
し
た
書
体
で
す
。
漢
字
は
い
く
ぶ
ん
長

方
形
で
、
起
筆
部
の
つ
よ
さ
、
曲
げ
ハ
ネ
の
鋭
さ
、
大
き
く
て
鋭
角
な

ハ
ラ
イ
の
先
端
な
ど
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
仮
名
は
本
文
適
性
を
考
慮

し
た
ク
セ
の
少
な
い
書
風
で
、
い
く
ぶ
ん
小
振
り
に
設
計
し
て
あ
り
ま

す
。
軽
や
か
で
リ
ズ
ム
の
あ
る
、
格
調
高
い
組
版
が
実
現
で
き
ま
す
。

¶
花
蓮
華
（
楷
書
体
）
は
、
清
王
朝
の
康
煕
帝
に
源
流
を
発
す
る
、
書

写
系
の
書
写
風
楷
書
字
様

―
す
な
わ
ち
軟
体
楷
書
の
系
譜
に
あ
る
、

端
正
で
、
柔
軟
で
、
な
め
ら
か
な
筆
意
が
強
調
さ
れ
た
書
体
で
す
。
仮

名
は
明
治
期
の
木
版
印
刷
物
に
登
場
し
た
、
流
麗
な
か
な
字
様
を
骨
格

の
参
考
と
し
て
、
ま
ろ
や
か
さ
を
強
調
し
、
連
綿
の
筆
意
を
残
し
な
が

ら
、
安
定
感
と
快
適
な
テ
ン
ポ
を
演
出
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
ま
し

た
。
¶
花
牡
丹
（
隷
書
体
）
は
、
文
字
形
象
が
定
着
し
た
中
国
漢
王
朝

を
代
表
す
る
、
も
っ
と
も
正
当
な
書
体
と
し
て
評
価
が
高
い
書
体
で
す
。

漢
字
は
そ
の
よ
う
な
伝
統
を
お
も
く
み
て
、
正
統
か
つ
伝
統
的
な
姿
を

持
ち
な
が
ら
も
、
新
し
い
時
代
に
対
応
で
き
る
デ
ザ
イ
ン
と
し
ま
し
た
。

書
か
れ
た
の
ち
に
石
に
刻
ま
れ
、
そ
の
風
化
と
風
蝕
を
へ
て
き
た
素
朴

で
古
拙
感
を
漂
わ
せ
る
形
象
や
、
抑
制
さ
れ
た
横
画
の
う
ね
る
よ
う
な

波は

磔た
く

、
そ
し
て
い
く
ぶ
ん
扁
平
で
八は

っ

分ぷ
ん

隷れ
い

の
安
定
感
も
そ
な
え
て
い
ま

す
。
仮
名
は
波
磔
や
扁
平
の
味
を
抑
制
し
て
お
だ
や
か
な
表
情
を
持
た

せ
、
漢
字
と
自
然
に
融
和
さ
せ
る
こ
と
を
試
み
ま
し
た
。

フローレン

日
活
正
楷
書
体

味
岡
伸
太
郎

 

か
な
シ
リ
ー
ズ

花
胡
蝶

花
蓮
華

花
牡
丹

T
B
新
楷
書

まるで春の野面のツクシのように、ほのぼのと暖かみのあるPOP書体です。わ
が国の近代レタリング文字の伝統を踏まえながら、ポッチャリとして、ほのぼ
のとした温かみのある直線、クルリと回転するような可愛らしい曲線によって
構成されており、飄逸で洒脱、ユーモアのある紙面の形成に貢献します。

ぽっくる

日
立
製
作
所
デ
ザ
イ
ン
部
で
開
発
さ
れ
た

書
体
で
す
。
日
立
つ
れ
づ
れ
ぐ
さ
は
手
書

き
の
個
性
を
そ
の
ま
ま
活
か
し
た
ペ
ン
字

体
、
日
立
楷
書
体
は
力
強
い
筆
の
動
き
を

意
識
し
た
楷
書
で
す
。

総称としての「古印体」につきまとう古さ
を脱して、小粋で洒落た、新しい時代の古
印体です。切欠部は石に彫られた文字の一
部が欠けて偶然生ずる造形の妙を表現する

ために、自然でアクのないものに工夫し、字
体は基本書体にならい読みやすくしていま
す。筆文字にありがちな恣意にはしること
なく、筆勢や筆の強弱を強調した書体です。

篠
は
、
伝
統
的
な
風
格
あ
る
感
性
を
持
ち
、
毛
筆
の
線
の
流
麗
さ
を
活

か
し
な
が
ら
も
、
可
読
性
に
重
点
を
置
い
て
、
楷
書
風
を
温
存
し
た
骨

格
で
表
現
し
た
行
書
体
で
す
。
エ
レ
メ
ン
ト
は
抑
揚
を
少
し
抑
え
、
線

の
両
端
に
メ
リ
ハ
リ
を
付
け
、
視
覚
的
に
現
代
性
の
表
情
を
持
た
せ
て

い
ま
す
。
¶
羽
衣
は
、
楷
書
体
で
は
堅
い
し
行
書
体
で
は
く
ず
れ
す
ぎ

る
と
い
う
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
そ
の
中
庸
を
と
っ
た
「
行
楷
書
」
と
い
う

新
し
い
書
体
で
す
。
従
来
の
筆
文
字
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
活
字
的
な

レ
タ
ー
バ
ラ
ン
ス
で
設
計
し
、
エ
レ
メ
ン
ト
に
特
別
の
工
夫
を
こ
ら
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
幅
広
い
文
字
サ
イ
ズ
に
対
応
で
き
る
柔
軟
さ
と
、

縦
組
み
・
横
組
み
を
問
わ
な
い
字
並
び
の
良
さ
を
持
っ
て
い
ま
す
。

松
慶
行
書
体
は
、
筆
文
字
と
し
て
の
筆
の
勢
い
を
重
視
し
た
、
従
来
の
デ
ジ
タ
ル

文
字
と
は
大
き
く
趣
を
異
に
す
る
行
書
体
で
す
。
漢
字
と
仮
名
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
、

優
し
く
温
か
い
印
象
を
与
え
る
よ
う
に
考
慮
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
書
の
流
れ
を

意
識
し
な
が
ら
縦
組
み
に
お
け
る
文
字
の
並
び
や
可
読
性
に
注
意
を
払
い
、
行
書

体
と
し
て
の
個
性
と
特
徴
を
持
た
せ
た
書
体
で
す
。

タイプバンクのUD書体は、タイプデザイナーだけではなく、
第三者学術機関である慶應義塾大学の中野泰志教授の研究結果
をデザインの最終決定に取り入れているのが特徴です。文字の
誤認しやすい状況を分析し、その結果に基づいて制作された書
体を文字の判断のしやすさと読みやすさの点で評価実験を行い
文字のデザインに反映させる。このような検証プロセスを経て
高い可視性と可読性を持つUD書体を作り上げています。¶
TBUDゴシックを筆頭にTBUD丸ゴシック、TBUD明朝、
UDタイポスの4ファミリーが開発されています。「より多く
の人に読みやすく理解しやすいこと」を目的に開発されたこれ
らの書体は、読みやすさを重視する場面で効果を発揮します。
視力の弱い方への配慮はもちろん、広報誌やガイド、マニュア
ル、プレゼンテーションの資料、公的な文書等に、対象の老若
男女を問わず、さまざまな場面で活用することができます。

一
般
的
な
日
本
語
の
文
章
は
60 

〜 

70 

%

が
、
か
な
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
テ
キ

ス
ト
の
表
情
を
決
定
す
る
の
に
か
な
の
影

響
が
と
て
も
強
い
と
い
え
ま
す
。
タ
イ
プ

バ
ン
ク
で
は
、
勘
亭
流
風
ゴ
シ
ッ
ク
の

「
て
や
ん
で
ぇ
」、
ア
ー
ル
ヌ
ー
ボ
調
の

「
ク
リ
ー
パ
ー
」、
グ
ロ
テ
ス
ク
ゴ
シ
ッ
ク

系
の
「
オ
ズ
」「
赤
の
ア
リ
ス
」「
白
の
ア

リ
ス
」
と
ユ
ニ
ー
ク
で
デ
コ
ラ
テ
ィ
ブ
な

デ
ザ
イ
ン
の
仮
名
書
体
も
揃
え
て
い
ま
す
。

書
籍
の
タ
イ
ト
ル
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ

ン
な
ど
今
ま
で
に
な
い
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で

楽
し
い
表
現
を
演
出
し
ま
す
。

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
、
装
丁
、

W
eb

な
ど
様
々
な
分
野
で
求
め
ら
れ
る

か
な
書
体
は
、
そ
の
要
望
も
独
特
で
面
白

く
、
今
ま
で
に
無
い
ア
イ
デ
ア
に
溢
れ
て

い
ま
す
。
各
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方

た
ち
の
自
由
な
発
想
で
作
ら
れ
た
か
な
書

体
群
「
か
な
バ
ン
ク
」
は
、
書
体
デ
ザ
イ

ン
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
タ
イ
プ
バ
ン
ク
が
し
っ

か
り
と
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
も
、
楽
し
く

奔
放
な
書
体
の
世
界
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

¶
豊
か
な
創
造
性
の
あ
る
か
な
書
体
を
シ

リ
ー
ズ
と
し
て
「
フ
ィ
ン
ガ
ー
」「
ツ
ル
コ

ズ
」「TR

E
E

」「B
R
E
A
K
O
U
T

」
を
ご

用
意
し
ま
し
た
。

新聞・雑誌・チラシ・カタログ・POP・ポスターをはじめ、さまざま
な編集、デザインの作成に便利なチラシ数字、飾り罫、囲み罫、地紋、
電話記号、OCR-Bです。チラシ数字書体は、個性豊かな数字書体を
269書体揃え、チラシやPOP作成に適しています。飾り罫114種類、
囲み罫46種類、地紋28種類を揃え、新聞や広報、ギフトカードなど
に適しています。電話記号は、フリーダイヤル記号や携帯マークなど
111文字を揃え、チラシや名刺にもご使用いただけます。OCR-Bは、
書籍のISBN（国際標準図書番号）などの表示に使用できます。

鉄
筋
隷
書
と
流
飄
行
書
は
中
国
の
方
正
株
式
会
社
の
書
体
デ
ザ
イ
ン

チ
ー
ム
と
共
同
開
発
し
た
書
体
で
す
。
鉄
筋
隷
書
は
漢
代
の
隷
書
の
構

造
を
基
礎
と
し
、
秦
代
の
小
篆
の
筆
法
を
参
考
に
し
古
風
で
優
雅
、
か

つ
現
代
的
な
風
格
を
持
つ
隷
書
に
仕
上
げ
ま
し
た
。
流
飄
行
書
は
自
然

で
流
暢
な
筆
体
、
力
強
く
勢
い
の
あ
る
書
道
の
味
わ
い
濃
い
書
体
で
す
。

名
前
の
通
り
飄
逸
で
行
書
本
来
の
あ
か
ぬ
け
た
筆
法
を
殺
さ
な
い
よ
う
、

日
本
人
に
媚
び
す
ぎ
な
い
字
形
に
押
さ
え
て
い
ま
す
。
¶
行
書
マ
イ

ル
ド
と
行
書
ビ
タ
ー
は
流
飄
行
書
の
組
み
替
え
仮
名
と
し
て
作
成
し
ま

し
た
。
2
つ
の
書
体
の
独
特
の
香
気
を
「
マ
イ
ル
ド
」「
ビ
タ
ー
」
と

い
う
名
称
が
体
現
し
て
い
ま
す
。
行
書
だ
け
で
な
く
明
朝
体
や
ゴ
シ
ッ

ク
、
丸
ゴ
シ
ッ
ク
な
ど
と
組
み
合
わ
せ
て
、
そ
の
ま
ろ
や
か
さ
、
ほ
ろ

苦
さ
の
表
現
力
を
組
版
に
プ
ラ
ス
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

日
立
書
体

TB古印体

　
篠

羽
衣

松
慶
行
書
体

TBUDシリーズ

写植用書体としてな
がらくご愛用をいた

だいていたかな書体とゴシックの漢字を組み合わせ、コミック用特殊記号を外
字に持たせたコミック用の書体です。デジタル化にあたり、字並び、形状、太
さを漢字に合わせて調整しました。吹き出し・状況説明・心理描写とそれぞれ
にあった使い方ができるように、アンチック-B、フキダシック-B、ミダシック-  
E、レタリック-Bと4種類のバリエーションを揃えました。また、コミック用
としてではなく、見出しやリード文など広範囲な用途にもお使いいただけます。

TBコミック書体

T
B

か
ナ

か
な
バ
ン
ク

チラシ数字&飾り罫　012345

流
飄
行
書

鉄
筋
隷
書

ゴシック体
の力強さと
行書体の筆
触の柔らか

さを兼ね備えた、カリグラフィー風の書
体です。エレメントは、伸び伸びとした
手書きの柔らかさを活かし、字体は行書
の筆運びにならって、大胆にくずしたデ
ザインにしています。ネーミングの元と
なった「燦

さん

々
さん

」と明るく輝くように、紙
面に明るさを与えてくれる書体です。

タイトル文字にふさわしい太さと、始筆・終筆に荒さを持たせた、フリーハン
ドスタイルのディスプレイ書体です。文字の「ふところ」を大きくし、組んだ
ときに隙間や黒みに差がでないよう、文字の外側の線を最も太い線で囲むよう
にデザインしました。また、筆の勢いを形式化したそのエレメントは、素朴で
親しみやすい雰囲気を醸しだし、ゴシック体とは異なる味付けと強さが求めら
れる場合に最適な書体です。

サン

ぶ
ら
っ
し
ゅ

タイプバンクのフォントファミリー 1312


